
2002年9月30日付
国交省からの相談

平成14年9月30日

猪瀬委員あ「国土交通省への要求及び擁認事項（9月2q自）」に係る相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州

猪瀬委員から平成14年9月5日付で計量計画研究所に示された新しいケース

の条件設定の詳細な方法に基づき・平成14年9月13印二提出した推計結果1ミェ

関して平成14年9月20日付で依頼された以下の要求ドついて、条件設定の問

’題点は下記の通り。

交通需要推計に．ついて・

　　1）乗用車については、9月13自に国土交通省より提出されたケース②

　　2）貨物車については、国土交通省で推計された標準ケース

　にもとづいて全体の交通需要推計を算出し、・その薮値から割り出される高速

遣路に関する二利用交通量及び区間別の将来交通量を提出されたL、。

’（平成14年9月20目付猪瀬委員からの「国土交通省への要求及ぴ確認事項」からの抜粋）

記・

（1）乗用車・貨物車あケース設定の不整合

　　　　高速道路の利用交通量を推前するにあたって、貨物軍は将来の経済・社会状

　　、況の変化等を考慮したトレンドモデルを使用するのに対し、乗用車はそれらを

　　　考慮しない現涜値圏定を使用するケース設定では、考え方の整合性がとれず、

’　　国民への合理的な説明が困難ではないか。

（2）乗用軍のケース②における現況値固定に関する聞題点

1）将来就業率の想定

　「構造改革と経済財政の中期展望（平成14年’1月25日閣議決定）」のGDP

成長率を踏まえた就業率を想定する必要があるのではないか。

　（理由）

　　「構造改革と経済財政の中期虚望」に示されている将来の経済・社会状況に

　おいては、構造改箪が進展すると牢雫し、2010年事下のGDP成長率及び雇

　用の拡大が示されているため。

★1資料24
★2資＊23



表1　「構造改革と経済財政の中期展望」（平成14年1月25日閣議決定）に基づく将来就業率

2000 2005 2010

労働カ人口｛万人〕 （＾）

O．610 6．a4卑 6．94畠

「構造改革と経済賜敢の申期展望」及ぴ同参考資料｛内閣府作成〕

1＝示された実・・C　O　F成長率に基づく国土交通省推計値

失業率（％〕 lB〕 4．7 5．2 4．2

「構遣改華と経済財政切中期展望」及ぴ同参考費料（内閣府作成〕

に示さ　た値

人口〔万人〕 lC〕 12－693 12．η1 12．7〃

r目本の将来推計人口」　（国立社会保障・人口問題研究所、

’成帖年1月推1〕1＝おlfる申位　計値

就業者数｛万人〕 （O・＾非（1－B／1OO〕〕 6．298 O．4舳 6．伍56

就業率（％〕 lE・O／C・1OO〕 50 51 52

2）免許保有率
　猪瀬委員が要求する推計ケース（ケース②）では、例えば20歳代に免許を取

得した人がその後も免言牛を保有し続けることが考慮されていないため、非魂案

的な条件設定となっているのではないか目

　（理由）

①例えぱ、1999年に免言午を保有し．ている25歳～29歳の人が、30隼後（2030

　　隼）には、男性の場合’で3割、女性の場合で2■3が免許を手放すこととな

　　るため。

男性 女性

年齢． 10畠晦 望O1O年 20皇o年 2000年 2040年 2050年
齢

1蓼邊O年 皇O1O年 2020．年 呈o筥o年 里040年 2050年

10テ岬 1．醐 1帥 1醐 1眺 1醐 ．1醐 1θrlO 14蹄 14荘 14帝 14刊 14冊 1蝪

20一皇4 帥帯 帥盟 ○珊 帥冊 帥冊 帥兜 20－24 フ眺 フ醐 フ眺 一脇 一跳 一跳

25』2罰 90” 90苗 oo丑 90兜 90丑 90咄 25‘29 86兄 畠眺 舶蹄 目脇 日酬 纈冊

30－34 ○朋 百帥 回脇 日醐 昌醐 昌醐 ヨo一宙4 百醐 宙酬 咀帝 喀酬 畠硝 醐荒

呂5一舶 百4貼 84鴉 8仙 04冊 ○珊 ○蝋 35－39 η兜 η鴉 η旺 η需 η冊 η帖

40．44 呂岬 呂1丑 01｝ 畠1冊 9冊 01鴉 40－44 フ1兜 フ1丑 フ1趾 フ冊 一1盟 〒1丑

鮎一4里 1脇 フ蝪 フ酬 フ眺 フ朋 フ珊 4垣一4里 5珊 5フ監 5〃 帥兜 5珊 5乃

50－54 フo蹄 フo鴉 一0冊 フo丑 フo鴉 フo冊 50－54 4醐 43帯 4酬 4帥 43苗 4脇

55一的 信舖 嗜酬 ○眺 6脇 6酬 ○秘 55－59 ’ヨo明 30冊 畠o趾 30鴉 ao帝 30監

OO－04 ヨ眺 5眺 5眺 5眺 5眺 5眺 60－64 20冊 20監 20盟 皇o旺 呈o鴉 皇o鴉

○冒’舶 4眺 4眺 4眺 4眺 4眺 4蜥 舶一舶・ 10丑 10丑 10帖 10丑 10鴉 10丑

フo一 2帥 2冊 2眺 2醐 2個帥 2梛 70一． 脳 蝪 珊 蝪 2盟 2冊

図r　猪瀬委員が要求する推看寸ケース（ケース②）の性1年齢階庵別免言午保右率の推移惜通免許のみ〕図r　猪瀬委員が要求する推看寸ケース（ケース②）の性1年齢階層別免言午保有率の推移惜通免許のみ〕

表2　1099年に25－29歳の将来免許俣有率の推移
1999年｛25－29歳） 2010年く35－3嘘） 2020年（45－49歳） 2030年（55－59歳〕 2040年（65－69歳） 2050年（70一歳）

男性
免許保有率 90％ 84盟 75％ 63呪 4眺 26％

免許保有率の増滅（累積） ’ 一6％ 一15％ 一27％ 一41％ 一64盟

女性
免許燥有率 86％ η跣 57胱 30％ 10％ 2胱

免許保有率の増減（累積） ’ 一眺 一29％ 一56蹄 一76％ 一84％

注　免許保有率の増滅（累積）1ま1999年1＝対する累積



（理由）

②過去の免許保有率の実績値の推移をみると、60歳代までは取得した免許

　を手放さない傾向が明確なため。

男性

年齢
帥帥年 1肥5年 1雪90年 1的5年 加oo年

1ヨー1ヨ 4” 4醐 仙趾 ○冊 3醐

里O－24 ○冊 ヨ” ヨ瑚 ヨo一 拮帥

25一四 ○舳 ○岬 珂舳 ヨ珊 ヨ珊

30一酬 ！1王 o＾ ，朋 ○冊 ヨ帥

肪’珊 ○朋 ；舘 ○醐 ！醐 9冊

’o一糾 拮珊 垣冊 ヨ舳 ○酬 ｛眺

45一珊 7珊 ヨ柵 昌朋 昌棚 93兄

馴ト54 12一 ，眺 ○砒 ！朋 昌醐

肪一帥 ○棚 一舖 oo丑 朋” ヨ冊

帥一舶 刷一 ｛脇 一珊 垣o¶ 朋王

冊一朋 3岬 50拙 6珊 7洲 oo咀

一〇一 1醐 里1需 ヨ帖 4珊 5仰

図2性・年齢階層別免許保右率の掩移（実績値但し、第二種免言午、原付・自動二輪、犬型車等を含む）

出所1交通統計（財団法人交通事散総合分析センター）

女性

年齢
1珊O年 1舳年 19ヨO年 1．昌明年 呈OOO年

1ヨー19 1” 2酬 皇蝸 呈o丑 室蹄

皇o一四 ；冊 ○眺 カ帖 一朋 一脇

25－29 5眺 了帖 帥冊 帥品 宙朋

30－3一 50荒 6棚 了冊 帥鴉 90丑

明一朋 4醐 ○冊 一1一 垣跳 朋吊

蜘一仙 茗醐 埴帝 告冊 珊丑 的鶉

一5■柵 呈珊 ヨ珊 ；1丑 ○醐 一眺

50－54 1肌 里朋 畠眺 5珊 6眺

肪’5雪・ 洲 16詰 皇馴 茗冊 5酬

｛o一帥 眺 ” 15｝ 室柑 ヨ珊

閲一舶 1帯 珊 朗 1舳 2珊

io’ ○咀 ○咀 1丑 朋 冊

、第二種免言午、原付・自動二輪、犬型車等を含む）

表3　，980年に25－29歳の免許俣有率（実績値〕
1980年｛25－29歳〕 1985年（30－34歳） 1990年（畠5－39歳〕 1995年く40－44歳） 2000年（45－49歳）

男性
免許保有率 8眺 91％ 9洲 93％ 93％

免言午イ呆有率の‡曽葦或（累積）
一

2％ 4冊 4蹄 5明

安牲
難午保有率 52％ 64冊 フ1兜 73蹄 75蹄

鋪午保有率の増減（累積） ’ 12％ 1酬 22％ 23盟

注　免許保有率の増滅｛累積）1ま1980年1＝対する累積

表4　19畠O年1＝50－54歳の免許保有率（実績値）
1980隼｛50－5備） 1985年155－59歳〕 1990年（60－6傭〕 1995年（65－69歳〕 2000年（フO一歳）

易性’ 免許保有率 72胱 73％ ウ3％ 72％ 54蹄

免許保有率の増滅（累積） 一
2％ 2％ 1盟 一18蹄

女性
免盲午保有率 15盟 16胱 15％ 14蹄 6％

免許保有率の増滅（累積） 一
O％ 一1％ ’2盟 ’一10％

注　免許保有率の増減（累積）は1980年1＝対する累穣



3）旅客発生原単位

　現況値に固定することにより、過去の実態に基づく変化及び将来的な経済・

牡会状況の変化が反映されないのではないか。

　（理由）

　　．遺路交通センサスに基づく高齢者の通勤目的の自動車トリップ発生原単位

　は増加傾向を示しており、私用目的の自動車トリップの発生原単位毛増加傾向’・

　を示しているため。

表5　乗用車1台当たりのトリップ回数　　　　　　（単位1トリップ／台・日）

1994年　　　1999年　　　1999隼■ユ994年
高齢宥の通勤目的注 O．ユ64　　　　　　　　0．ユ76　　　　　　　　　　　1．08

私用目的 O．308　　　　　　　　　0．337　　　　　　　　　　　1．10

注　．65歳以上の人が主たる弄1」用者となっている車両のr台当たりトリップ回数出所1道路交通センサス起終点調査（国土交通省道路局）

出所1道路交通センサス起終点調査（国土交通省道路局）

4）平均輸送距離．（業務自的）及び平均輸送人数（観光レジャー目的）

　現況値に固定すること1二より、過去の実態に基づ＜変化及び将来的な経済・

社会状況の変化が反映されないのでばないか。

　　（理由）

　　道路交通センサスに基づく業務目的の平均輸送揮離は増加傾向を示してお

　り、観光レジャー・目的の平均輸送人数も滅少傾向を示しているため；

義6　業務目的の平均輸送距離（平日）

業務目的の平均輸送距離
1980年　　1985隼　　1990隼
12，6　　　　　13，3　　　　　13．，3

（1．OO）　（1．06）　（1．06）

（単位：㎞■人）

禍04．年　　19旬9隼

14．2’　　　15－5

（1．13）　（1．23）

下段は、1980年を1．Oとする指数
出所1道路交通センサス起終点調査（国土交通省道路局〕」

奉7　観光レジャー目的の平均輸送人数

観光レジャー目的の
平均鞠送人数’

1994隼

平貝　　　　2．40

休目　　　　2，72

（単悼1人■台・日）．

1999年　　199卑年／1994年
2，32　　　　　　　　　0．9フ

2，49　　　　　　　　　0．92

出所1道路交通センサス起終点調査（国土交通省道路局）



　2002年9月30圓付
玉交’．からの提出．些

平成14年9月30日

　平成11年度道路交通センサス起終点調査による高齢者の自動車交通特性．

【参考：平成11年慶道路交通センサスの調査規模】’

全国の約1亨O万台の自動車を対剥＝、平日・休目別1＝1日の自動車の運行状況を調査してい奉．

　　①高齢者の白動車利用距離

　　【平日】

止，■ヨ｝岨1■□肚　1＾一

’．

▲

’㌔

、
　㌔…・…㌔．

　　【休日】

、ト，，ヨ＾咀田□，由甘一｝

j

、．．＝

’㌦・舳㌔

／〆〆／／／／〆〆／／！　　／〆／／／／／／／／／〆
　　　　　　　　　　一，，ヲ‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一凹oザ’

　　　　」図1’性年齢階層別の自動車’トリップの利用距離構成比（平日・休日）

表1　性年齢階層別の自動車トりツプの禾岬距離構成比
【平目】

利用距離

宙嚇未満

肪歳以上

一休目】

2㎞

朱満

11．2帯

12．2冊

2…

5㎞

30．O兜

33．4盟

5山

10㎞

24．嚇

24，5冊

10－

15㎞

1畠．鍬

11．5盟

’．15“

20㎞

一．4監

5．跳

20…

30k而
一．硝

5．餓

30“

40k皿

2．酬

2．6冊

40“

50㎞

1．2需

1．醐

50…

70㎞
1．o冊

1．鰍

フO…
100km

o．眺

o．眺

100“
150㎞
o．茗毘

o．5需

帖O㎞
以上

O．2冊

o．4冊

利用距離

蹄櫛．．
6臓以上

2㎞

朱満

柵・那

10．酬

2“

5㎞

．ξa・～話

30．蝋

㍍1撫
・：1：1劃…ll1ξ簑

15－

20㎞

1・岬

6．2甜

llポ1ね

酌・・刈壁
伍。4制　3．螂

葦9ガ．瓢1蕊、1燃1艶

2．O冊■

l11到一州・ 9・脇

O．醐



②高齢者の．・高速道路利用率注）

　　注〕高遠道路利用率；全ての自動軍トリップ1＝対する高速道路を利用した’トリシプの比率

　　【平日】

藺㎜，副用，‘｝．

　　　【休日】

芭，■面，用，　1＾＝

〆〆〆／／／／〆〆ぜダ〆〆〆

図2

1オ誰詮；套；；1

ト■”ヲ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，ヴ｛

性年齢階層別、利用距離別の高速道路利用率（平日・休日）

〆〆〆／／／／〆！〆二〆〆

表2　性年齢階層別、利用距離別の高速道路利用率．
【平目】

利用距離

．．苧皇寧杢稀｛｛〕

肪歳以上他〕

比率〔回／＾）

【休日】

皇㎞

朱満

o．o鴉

o．50

2…

5㎞

q．o監

o．22

5…

10㎞

P小
O．1鴨

o．邊o

10山

15k皿

o．蝋

o．3鴉

o．90

15…

20㎞

1．1瑞

o．鰍

O．壇5

20～

30k而

3．1器

2．醐

O、咀4

30＾

40＾m

I．、ユ塾

　　伍．2冊

O．03

40“

50k皿

10．鰍

o．眺

50山
一〇km

柵．珊

’14，酬

o．η

フo～
1’OO㎞

2咀．2鴨

22．眺

O．畠1

100～
帖0km
3百・那．

30．醐

o．舶

150㌔皿

以上

41．2冊

o．07

利用距離

65歳朱溝（＾）

65歳以上（圓）

比率（眺〕

2km

未満

o．o拓

o，o帯

．o．畠2

2－

5km

o．o甚

o．o丑

q；5皇

5“

10km．

O．1瑞

o．1趾

o．6回

10－

15畑

o．5鴨

o．醐

O．54

15｝
20km

1．螂

’1．o貼

・O．舶

20…

30㎞

3．2暁

2．棚

O．フ6

30－

4p㎞

7．1冊

5．5冊

o．η

40－

50k皿

11．眺

’10、眺

O．95

50…

70㎞

1フ．蝪

14．那

o、舳

70－
100km

25．7兜

1昔．フ暁

o、了3

100山
150k皿

ヨ5．珊

23．棚

O．06

150㎞．

以上

4畠．4鴨

4一．5跣

o．08

2．
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国土交通省に対する質問事項 

 

 

2002年 9 月 30 日 

猪瀬直樹 

 

□ 9 月 30 日付け「猪瀬委員の『国土交通省への要求及び確認事項（9 月 20 日）』に係る

相談」について 

１、免許保有率（理由）②で示された過去の免許保有率の実績値データは何年度の交通統

計（財団法人交通事故総合分析センター）によるものか。年度を教えていただきたい。 

２、国交省は交通需要推計を算出するにあたり、免許保有率データを財団法人交通事故総

合分析センターから入手している、ということでよいか。 

３、各都道府県ごとの男女別、年齢別、免許の種類別のデータは 93 年までしか入手できな

かったということであるが、どの都道府県におけるデータが集まらなかったのか。ま

た、都道府県警レベルでは各都道府県ごとの免許保有率データを集計しているが、警

察庁では全国の免許保有率データを都道府県別に統括したデータを整理していないと

のことであったが、そのような理解でよいか。 

 

□ 9 月 30 日付け「平成 11 年度道路交通センサス起終点調査による高齢者の自動車交通特

性」について 

１、「表１性年齢階層別の自動車トリップの利用距離構成比」におけるパーセンテージの部

分について、すべて実数値（拡大前の実数値）を出していただきたい。 

 

□ 「交通需要推計検討資料」について 

１、「乗用車」の定義とは、自家用車、バス、タクシー、営業車という理解でよいか。また

「自動車」の定義はなにか。 

２、 P、29「発生原単位設定のための使用データの対象市町村数と市町村人口」における

「３大都市圏・都市地域／調査対象市町村数」の中には東京 23区は含まれているのか。

また、「３大都市圏・都市地域／調査対象市町村数 18」などとあるが、それぞれ具体

的に調査対象とした市町村名と対象とした市町村等の母数を教えていただきたい。 

３、P、29「地方中核都市における平日・個人属性別・目的別発生原単位（トリップ／人・

日）」に相当する三大都市圏版をご提出願いたい。 

４、平日における就業者の乗用車交通需要（走行台キロ）と PTの過去直近十年分の実績値

を、三大都市圏（都市地域）および地方（9 月 30 日の打ち合わせどおり、この場合は

「H11 年度富山高岡広域都市圏 PT調査」を用いることとする）についてそれぞれ教え

ていただきたい。 
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５、上記４の実績データと今回の交通需要推計に使用した推計モデルを用いて、平日にお

ける就業者の乗用車交通需要を都市部および地方部について、それぞれ今回の需要推

計の流れにそって推計していただきたい。 

以上 



 1

合理的なモデルにより、再計算を 

 

猪瀬直樹 

2002年 10 月 2 日（水） 

 

 

 

8 月 14 日付け国土交通省の回答（別紙１）P３（免許保有率）には、〔表 パラメータ推

定結果〕が示されている。（以下、参照） 

http://www.mlit.go.jp/road/kanren/suikei/b1.pdf 

しかし、この推定結果については以下の問題があると思われる。 

 

 

□ 免許保有率最大値は現実のデータからの推計ではなく、恣意的に「設定」されている 

 

パラメータはα、βに加えて RateMAX(免許保有率最大値)であるべきだが、ここでは、 

「RateMAX : 免許保有率最大値(設定)(男性、女性とも 0.95とした)とされている。 

免許保有率最大値は、現実のデータから「推計」して得られる客観的な値でなくてはな

らないはずである。これを当局が恣意的な値を予め設定してしまうのは推定結果の客観性、

合理性に対して信頼性を損なうものであると考える。しかも「男女ともに 95％」というの

は、客観的な根拠がないばかりか、あまりにも高い数値ではないか。 

なお、こうした「最大値」の恣意的な設定による過大需要推計は、全国各地での水需要

推計など道路以外の分野における需要推計においても指摘されている問題である。 

 

 

□ バブル前のデータから、今の時代の傾向をみるのはいかがなものか。 

 

さらに、二つのパラメータα、βの推計期間にも問題がある。 

二つのパラメータα、βは、データ期間が 1980 年～1993 年という古いデータを用いて

推計されている。将来需要の推計にあたって、10 年以上も前の古いデータを用いて推計を

行なうことは問題である。 

さらにこれはバブル以前のデータであり、バブル以降長びく不況期の現在、すでに時代

は成長期から安定期に入ったという認識が一般的である現在から未来の時代について、バ

ブル時代の傾向から推測を試みるというのは、合理性を欠くという世間の批判を免れない

のではないか。 

 

2002 年 10月 2 日付 
猪瀬委員から国交省への質問 
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□ 推計する場合は、最新のデータから客観的に求めるべき 

 

現在から未来を推測するには、直近のデータ（トレンドを見る場合でもスタート年度は

1990 年度とするのが適切である）を用いて推定するのが妥当であると考える。もし、直近

の最新データが使えないというなら、モデル自体がおかしいのであって、新しいモデルを

作り直すべきである。 

いずれにせよ、バブル前の古いデータを用いたり、非常に高い値を予め恣意的に設定す

る、という方法は科学的でなく、大変に問題があると考える。 

よってすでにこの推定式により算出された推定結果には妥当性がなく、最新のデータに

もとづいた RateMAX（免許保有最大値）を含むパラメータの再推計を求める。それができ

ないのであれば、新たなモデルを検討されたい。 

なお、10 月 4 日（金）の委員会までに回答をいただきたい。 

以上 
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　　　　　2002年8月14日付
8月9日付「国交省に対する質問」での指
摘を受けて国交省より公　された資料

（1〕推計モデルの考え方

　．乗用車の普通免許について、性別年齢階層別免許保有率モデルを構築した。その際、年齢階

　層を以下のように分類して、男女毎年齢区分毎に免許保有率を算出した。

　　①25～29歳（免許保有が安定的に．なる年齢階層）

　　②16～24歳（免許を保有し始める年齢階層〕

　　③30～69歳（免許を保有し続ける年齢階層〕

　　④70歳’～　（未更新率を考慮した年齢階層）

　　　　　　　　　　※上記の①～④の順番は後述される免許保有率の推計方法の順に示している。

（2〕推計区分

　　惟別、年齢階層別に免許保有率を算・出する。

表個人区分
個人属性 区分

性 男、女

年齢階層

16～19歳、20～24歳、25～29歳、30～34歳、35～39歳、40～44歳、45～49歳、50～54歳、55～59歳、60～64歳、65～69歳、70歳～

（3〕緒果

　（1）で示した①～④の年齢階層区分毎に免許保有率の算出方法を示す。

　①25～29歳

　年齢階層別免許保有率の最も高い階層である25～29歳については、成長率曲線無により、

パラメータを推定した。このモデルから、性別に各年次の25～29歳の免許保有率を算出した。

　　、　　・　　肋蛇〃〃
肋蛇由．コト四＝　　　　　　　　・｛1〕
　　　　　（1＋α一exp（β・n）〕

　　肋炮二＝ヨ山：g＝性別（彗〕のn年における25～29歳の免許保有率

　伽蛇〃〃　＝免許保有率最大値’（設定〕（男性　女性と　O．95とし1

　皿　　　　1西暦年
　血，但　　　＝ノ｛ラメ」タ

※　成長率曲線

　　年齢tでの対象項目の測定値をyωとするとき、yωはtに関して概ね増加関数である場合、
　　その曲線を成長率曲線と呼ぶ。例えば、各年齢でのパーセント点の追跡曲線の特徴を調べる

　　統計分析などに用いられる。（『統計学辞典」陳洋経済新報杜〕　より〕

　　　　　　　　　　　　　　表　パラメータ推定結果・

R2

男性

女性

6．99X工O朋（36．O〕

7．91×101冊（24．9〕

一0，117　（一36．3〕

一〇．195（一25．O〕

O．99

O．9呂

（〕内はt値



②16～24’歳

　　（1〕式から算出される免許保有率の現況から将来の伸び率を魏況の免訓呆有率に乗じて算

　出した。

　　　　　　　　　　　R刎♂
　　肋4．＝肋虐1＝叩・　静加
　　　　　　　　　　　五〃色
　　　　　　　　　　　　　’。，ヨー＝，

　昌＝男性、女僅、　i＝16～19歳、20～24歳

③30～69歳

　2010年は、30～44歳までは各年齢階層が25～29歳であった牟次の免詐保有率を（1〕式か

ら鼻出する。また、45～69歳については、工g90年のときの年齢階層を4階層スライドさせて算

出した。

2020年以降について、30～34歳は5．年前の免許保有率を（1〕式から算出する。35～69歳に

ついては、10年前の隼齢における免許保有率をスライドさせて算出した。

④70歳以上

　2010年は、1990年の50～54．歳の免許保有率をスライドさせて算出した。ただし、以下に示

す未更新率をスライドさせた免許保有率から差し引いた。

　　　　　P0巧：1茎以上x　Ro蛇二驚｛ヨ備
工：㌫上三
　　　　　　　　P0鴫簑趾

丑畔品肚・丑〃俗輔丁工1－1糊上

　　　ここで、Z：』　　　　：n年におけ牽性別（冨〕年齢階層別（i）未更新毒

　　　　　　P0剛　　　1n年における性別（昌〕年齢階層別（i〕人口

　　　　　　肋炮二i　　1皿年における性別（吾）年齢階層別（i）免許保有率

　2010年における性別・年齢階層男■」人口は、国立社会保障・人口間題研究所（平成9年1月推

計）の中偉推計人口を用いた。’

　2020年以降は、10年前の年齢の免許保有率をスライドさせ、20工O年と同様に未更新率を差

レ引いて免許保有率を算出する。

　　　　　P0巧，、触上・肋1其，、麗

z：鵬肚三
　　　　　　　　P0汽＝砧曲到上

肋直二、。劔上・肋孤。，曲一工1．，。糊上

ここで、〃

　　　　戸0榊

　　　亙肋二i

n年における性別（雪〕年齢階層別（i〕未更新率

n年における性別（彗〕年齢階層別（i）人口

11年における牲別（呂）年齢階層別（i〕’免許保有率
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